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kakehataensis, Crassostrea gravitesta, Hiatula
minoensis,Cyclina takayamai, mcaTyajaponica,
f7caryelaishiana,Tateiwaiatateiwaiなどからなり,
層準 H3でスッポン化石を産する (表 2).
産状 1.Anadarakakehataensisは,合弁なものよりも離
弁のものの方が多い.













































































-主な堆積物 堆積構造 化石群集 堆積環境 境界
有漢累層 常山シル ト岩部層 シル ト質細粒砂 細かいラミナ LFissidentaliumyokoyama潤 集 沖合 【】整合浸食面漸移的
畦地砂岩僕岩部層 淘汰のよい粗～中粒砂大～中磯層をはさむ 数 10cm単位で成層各層内部は塊状 外浜
下横見砂岩僕岩部層 淘汰のよい粗～中粒砂大～中磯層をはさむ 数 10cm単位で成層各層内部は塊状 Dlbrodonta群集Crassostregravitesta##vasticardium-Phacosoma## 外浜
山形泥質砂岩部層 炭質泥まじり中粒砂石炭レンズをはさむ細僕層をはさむ l細長い炭質泥ラミナ生痕が発達サンドパイプ Geloina群集mcaTy -Anadara群集 マングローブ沼の河口.入り江
表 1.有漢累層の層序と備北層群との対比
有漢町に分布する中新統有漢累層
層準 Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8
種名､ ＼







































































































































































































































10 藤原貴生 ･田口栄次 ･鈴木茂之
Plate1
Fig.1.Geloinaとmcaryaの産出層準.
Aが下位のGeloina.Bが上位の ncarya.
両産出層準の-だたりは約40cm.
ハンマースケール -32cm.
Fig.2.生息姿勢から逆転した姿勢を示し,
急速埋没から逃避を試みたと考えられる
Anadara-kakehataensis.
ハンマースケール -32cm.
Fig.3.畦地砂岩磯岩部層中に見られる角僕.
長径は約2.5m.
ハンマースケール -32cm.
有漢町に分布する中薪統有漢糸屑
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